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new2025 年 4 月 30 日（水） 

該当(更新)のブログ番号  new 想い エール  工作 絵本の読み聞かせ 研修報告 

new リタイヤー 現在.jpg 11.0MB  new 日々の暮らしの中で.jpg  new 感動所作.pdf  new 懐かし

い ふるさと.jpg 

 new2025 年 4 月 22 日（火）午後 6 時 20 分ころ 高野小から帰宅途中 

ふれあい道路・南守谷交番前（けやき台公園入口）の横断歩道手前での出来事 

 

支援員冥利１） 
いろんな場面で、心身ともに成長した子どもたちの姿をみられると滅茶苦茶う

れしい！！ 

１）事例 

横断歩道の信号機が赤から青に変わるのを待っていたとき、突然、後ろの方か

ら「かとうせんせい！」と呼ばれる。振りむき顔を見ても、誰かさっぱり分か

らない。「よしきです」と名乗られても、一向に分からなかった。「何年生？ 中

学校ではどんなクラブをやっているの？」と尋ねてみた。「中学 2 年生です。ハ

ンドボールをやっています」の返事。「ハンドボールがとても強い中学校だよ

ね？」と言うと、「今はそんなに強くないです。」 

そんな話しをしているうちに、微かにお覚えある「 I よしき君」だということ

が分かった。高野小学校を卒業して１年、からだが一段と大きくなった、人間

的にも成長した様子。マウンテンバイク風の自転車に乗り、ハンドルにスマホ

（携帯電話）が取り付けられている。話し中、そのスマホに電話が掛かってく

る。電話での話が終わると、行き先を変更して家の方向に戻って行く。 

児童クラブ時代は元気なやんちゃ子だった「 I よしき君」の成長した姿を見る

ことができて滅茶苦茶うれしいかったです。とてもうれしい出会いだった。 

 

 

I よしき君  

これからも大きくはばたていって がんばれ！ 

 

http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/147.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/172.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/ss/ss27.ppsx
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img49.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/170.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img17.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img100.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img101.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img101.jpg
http://homepage3.nifty.com/sanshi/blog.htm#%E5%A4%A7%E3%82%8F%E3%81%97
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img99.png
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new2025 年 4 月 28 日 

該当（更新）のブログ番号  new 感動所作.pdf  new リタイヤー 現在.jpg 11.0MB  new 日々の暮

らしの中で.jpg new 懐かしい ふるさと.jpg 

久しぶりに映画を見に行く。小説を映画化した話であるようだったが、よくもこんなに上手にス

トーリーを書けるなぁ～と感心するばかりでした。つい思わず泣いてしまった場面もあった。 

 

http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img17.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img100.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img100.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img101.jpg
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new2025 年 4 月 4 日（金） 

該当(更新)のブログ番号  new 想い エール  工作 絵本の読み聞かせ 研修報告 

new リタイヤー 現在.jpg 11.0MB  new 日々の暮らしの中で.jpg  new 感動所作.pdf  new 懐かし

い ふるさと.jpg 

支援員の想い いろんな場面で、心身ともに成長した子どもたちの姿をみられると滅茶苦茶うれしい！！ 

お友だちは 一生の宝！ ひじょうに大切な存在 やさしくつきあいましょう 

自覚から成長へ  

 

 

 

事例_未然防止に

努めるしかない 

子ども同士の遊び、接触、つきあいの中で、時に衝突したり、時に自分の思うままにならなか

ったりして、自分自身の立場や能力について明確に知る。  自覚 

そして長い年月を経て徐々に 〃 、社会生活を送るうえで非常に重要なノウハウを会得し

ていく。自分の居場所をみつける。  成長 

春休み（2025 年 4 月 4 日午後）のこと。外遊びから室内に戻ったとき、4 年生の男の子が、

上級生の 6 年生の男の子と大ゲンカをはじめる険悪な空気が感じられた。顔の表情が一変、

今にも上級生に立ち向かい、殴りかかるとしていました。幸い近くにいたので、ケンカが始ま

る空気をいち早く察知して殴り合いが始まる前に、二人の間に入って強引に引き離す。すると、

４年生の男の子はとっさにトイレの中に走り込む。しばらくしてもなかなか出てこない。多

分、いや間違いなく、トイレの中で高ぶった怒りの感情を懸命に自分自身で鎮めていると察し

ました。「出てくるまでほっておきましょう」。トイレの中に飛び込む衝動的な行動にはビック

リしたが、一方、高ぶった感情を自分自身でコントロールする処し方を身につけていると感心

した。善悪についての理解と判断ができるようになる, 尖がった側面が大きくなるにつれて丸

くなる（自覚する）, こうして段々と一人前の大人へと成長していく姿をみた想いでした。 

      <すばらしい対処法 よく辛抱した エライ！> これからの彼の成長が楽しみ 

発端、聞いてない 

理由は二つ 

１．大事に至る前に未然防止することができたので。 

２．激怒した感情を自分自身でコントロールする処し方（自覚行動）をみたから。 

 

  

http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/147.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/172.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/ss/ss27.ppsx
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img49.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/170.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img17.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img100.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img101.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img101.jpg
http://homepage3.nifty.com/sanshi/blog.htm#%E5%A4%A7%E3%82%8F%E3%81%97
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img99.png
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new2024 年 10 月 26 日 

該当（更新）のブログ番号 new 日々の暮らしの中で.jpg  new 懐かしい ふるさと.jpg 

暑かった夏もようやく終わり、季節のよい時_秋となりました。11 月 29 日（金）東京国際フォーラ

ム ホールＣ、林部智史のコンサートに予約したので大変楽しみです。それにどこか、秋の紅葉見物

にも出掛けたいと思っているが、、、 

 

http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/167.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img100.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img101.jpg
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new
更新日→2024 年 3 月 4 日 

該当（更新）のブログ番号  new 日々の暮らしの中で.jpg new 感動所作.pdf 

 

昨日 3 月 3 日（日）、おおたかの森で映画「５２ヘルツのクジラたち」を見る。今の社会世相、社会

問題を映写したストーリーだったように思う。 

１．児童虐待（かつて家族から虐待を受け辛い過去をもつ主人公“キコ”と母親からの虐待を受け声が出

なくなってしまった“ムシ”と呼ばれている少年） 

２．トランスジェンダー（女性として産まれたが、今はトランスジェンダー男性として暮らしている） 

３．DV（職場の名誉、社会的地位を失った夫が、それを一方的に配偶者のせいにして殴るなどの身体

的暴力を振る） 

を包含していた。感動して自然に泣けてしまう場面も何ヵ所あった。観終わっての感想は（↓） 

人は人 自分は自分 

自分を / 今を 大切に 

めげず 精いっぱい 

がんばる 

＆ 生きる 

http://sanshi.my.coocan.jp/link/img100.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
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new
更新日→2024 年 2 月 19 日 

該当（更新）のブログ番号  new 日々の暮らしの中で.jpg new 感動所作.pdf   new 関連ブログ 

new 偶然の遭遇から_2023 年 8 月 11 日 汚名返上に go！！ 

昨日（2024 年 2 月 18 日）、野口五郎コンサートを見に行く。会場の東京オペラシィコンサート

ホールは、私がかつて国家公務員試験（第一次筆記試験）を受験した通産省東京工業試験場（当

時、下の写真）跡地に建築された立派なコンサートホール。 

 

野口五郎は私より一回り若い昭和 31 年生まれの岐阜県美濃市出身の歌手、東京オペラシィでコ

ンサートをやるのは今日が初めと紹介していました。岐阜から東京に出て有名な東京オペラシィ

コンサートホールでリサイタルを開く、まさに野口五郎、人生の出世の証しとも申せましょう。

歌の方は正直あまりよくわからなかったが、会場満員の観衆の前で、大きな会場に響き渡る全身

振り絞って、それはそれは大きな声で力いっぱい歌っている姿に感動。明日もう一日、東京オペ

ラシィコンサートを開催される。明日も大勢の人が熱唱を楽しまれることでしょう。久しぶりに

日常からリフレッシュできました。  

http://sanshi.my.coocan.jp/link/img100.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/hitorigoto_2.htm#%E5%81%B6%E7%84%B6%E3%81%AE%E9%81%AD%E9%81%87%E3%81%8B%E3%82%89
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/165.pdf
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2023 年 11 月 29 日 

new 私の提案に対する県からの回答 

回答文面は割愛 

 

【お届け先】 

〇県民生活環境部生活文化課 

〇警察本部県民安心センター 

〇県教育委員会 

令和 5 年 11 月 29 日 

【茨城県報道・広報課 私の提案担当】 

電話：029-301-2133 

 

＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾ 

人にやさしい運転をしましょう！ 

汚名返上に GO！！ 
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new
更新日→2023 年 12 月 1 日 

該当（更新）のブログ番号  new 日々の暮らしの中で.jpg new 感動所作.pdf 

茨城県知事公室から、先月 20 日投函した「私の提案」に対する郵便がある。たいへん驚いた！！ 

こんな迅速な対応があるとは予想していなかったからだ。 

数年先、茨城県内を走る自動車が「信号機のない横断報道」で一時停止する割合が、全国平均若

しくはそれをちょこっとでも越した 

・人にやさしい安全運転する車が多い。 

・「信号機のない横断報道」を渡ろうとしている人がいると一時停車する。 

こんな茨城県になることを祈らずにはいられません。 

人にやさしい運転をしましょう！ 

汚名返上に GO！！ 

  

http://sanshi.my.coocan.jp/link/img100.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
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new
更新日→2023 年 11 月 24 日 

該当（更新）のブログ番号  new 日々の暮らしの中で.jpg new 感動所作.pdf 

今朝散歩中、ふれあい道路のスズキ自動車とコメダ珈琲店から 30m くらい常総方面寄りの「信号

機のない横断歩道」を渡ろうとしていたとき、取手方面行きと常総方面行きの双方の車がほぼ同

時に停車してくれた。嬉しくなってしまう。さっそく右手をあげながら軽く会釈して小走りで横

断歩道を渡る。今日一日、なにかいいことがありそうな、清々しい気分。 

一時停車してくれた双方の運転手に向かって深々と頭を下げて感謝の気持ちをあらわす所作は

（下図）、わたしにはそして多分たいていの大人もとてもできません。子どもたち、それも小学

生の低～中学年の子でないとできない感謝の気持ちを伝える最上の所作だと思います。 

 

将来を背負ってゆく茨城っ子たちに期待とお願いしたいばかりです。

http://sanshi.my.coocan.jp/link/img100.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf


11 

 

new
更新日→2023 年 11 月 20 日 

該当（更新）のブログ番号  new 日々の暮らしの中で.jpg new 感動所作.pdf 

〒310￥8555 茨城県水戸市笠原町 978 番地 6 

総務部知事公室報道・広報課広報・相談 御中 

  

拝啓 

私は茨城県守谷市に住む 79 歳の者です。 

県内の運転手マナーの向上を願っております。 

夏休みに遭遇したことと、最近のマスコミ報道から「私の提案」として投稿します。 

同封します。 

ホームページにも new 感動所作.pdf（http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf） 

同じものを掲載中です。 

〒302-0128 茨城県守谷市けやき台 1－28－10 

加藤弘 

電話 0128－45－3761 

ホームページ http://sanshi.my.coocan.jp 

敬具 

 

http://sanshi.my.coocan.jp/link/img100.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/
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new
更新日→2023 年 11 月 6 日 

該当（更新）のブログ番号  new 日々の暮らしの中で.jpg new 感動所作.pdf 

人にやさしい運転をしましょう  汚名返上に GO！！ 

ちょっと前に、朝の 5 チャンネルテレビ番組「羽鳥モーニングショー」で偶然に、信号機のない

横断歩道で横断しようとする人を見かけたとき、一時停止する車の停止率を実態調査した都道府

県別ランキング（JAF、2023 年 10 月 24 日プレスリリース）の放送を見た。“「信号機のない横

断歩道」の一時停止、半数以上は止まらず トップは長野 84.4％、ワーストはお隣りの県 27.6％”

と揶揄やゆしたネットも見かけました。都道府県別魅力度が全国最下位であるニュースもたびたび

聞かされる。これはたぶん有名な観光地、世界遺産、特別史跡、一大温泉地があるかどうかが影

響している点が大きいものと想像するが、このようなハード面はどうしようもなりません。 

でもソフト面、 “信号機のない横断歩道で渡ろうとしている人を見かけたとき、一時停止する人

にやさしい運転”は一人一人の心がけで向上するはずです。飯山市の小学校の事例＊のように。 

 

＊司会者・羽鳥慎一キャスターの説明 ： 長野県飯山市の小学校で、一時停車してくれた運転手に

感謝の気持ちをあらわそうと始めたことが長野県全体に広まったらしい。そして「信号機のない

横断歩道」の一時停止率が全国第一位（84.4％）を達成というのです。 

http://sanshi.my.coocan.jp/link/img100.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
https://jaf.or.jp/common/safety-drive/library/survey-report/2023-crosswalk
https://www.msn.com/ja-jp/news/opinion/%E4%BF%A1%E5%8F%B7%E6%A9%9F%E3%81%AE%E3%81%AA%E3%81%84%E6%A8%AA%E6%96%AD%E6%AD%A9%E9%81%93-%E3%81%AE%E4%B8%80%E6%99%82%E5%81%9C%E6%AD%A2-%E5%8D%8A%E6%95%B0%E4%BB%A5%E4%B8%8A%E3%81%AF%E6%AD%A2%E3%81%BE%E3%82%89%E3%81%9A-%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E3%81%AF%E9%95%B7%E9%87%8E-%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%81%AF%E3%81%8A%E9%9A%A3%E3%82%8A%E3%81%AE%E7%9C%8C/ar-AA1j1Uh2
https://www.msn.com/ja-jp/news/opinion/%E4%BF%A1%E5%8F%B7%E6%A9%9F%E3%81%AE%E3%81%AA%E3%81%84%E6%A8%AA%E6%96%AD%E6%AD%A9%E9%81%93-%E3%81%AE%E4%B8%80%E6%99%82%E5%81%9C%E6%AD%A2-%E5%8D%8A%E6%95%B0%E4%BB%A5%E4%B8%8A%E3%81%AF%E6%AD%A2%E3%81%BE%E3%82%89%E3%81%9A-%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E3%81%AF%E9%95%B7%E9%87%8E-%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%81%AF%E3%81%8A%E9%9A%A3%E3%82%8A%E3%81%AE%E7%9C%8C/ar-AA1j1Uh2
https://www.msn.com/ja-jp/news/opinion/%E4%BF%A1%E5%8F%B7%E6%A9%9F%E3%81%AE%E3%81%AA%E3%81%84%E6%A8%AA%E6%96%AD%E6%AD%A9%E9%81%93-%E3%81%AE%E4%B8%80%E6%99%82%E5%81%9C%E6%AD%A2-%E5%8D%8A%E6%95%B0%E4%BB%A5%E4%B8%8A%E3%81%AF%E6%AD%A2%E3%81%BE%E3%82%89%E3%81%9A-%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E3%81%AF%E9%95%B7%E9%87%8E-%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%81%AF%E3%81%8A%E9%9A%A3%E3%82%8A%E3%81%AE%E7%9C%8C/ar-AA1j1Uh2
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new
更新日→2023 年 8 月 1０日（木） 

夏休みにこんなことがありました。「あ～ あれは 高野小学校の子だ！」 new 感動所作.pdf 

2023 年 8 月 9 日（水）午後 3 時 50 分ころ、ジャイフル本田からの帰宅途中、ふれあい道路を

取手方面に走っていると、花みち食堂横の「信号機のない横断歩道」のところで、前の車が急に

停まる。どうして停まったのかと不思議に思っていたら、常総方面行きの対向車も停まる。する

と、男の子 2 人が「信号機のない横断歩道」を渡る姿が見えた。そのうちの 1 人が、取手方面

行きの車の運転手、次いで常総方面行きの車の運転手の正面に立って、深々と頭を下げてお辞儀

している。大声を出してお礼も言っている様子。横顔と後ろ姿しか見られなかったが、「あ～ 

高野小学校の子、4年生の〇〇〇君だ！」と瞬間的にわかる。感謝の気持ちをあらわした謙虚な

素晴らしい所作、一時停車した双方の運転手にも間違いなく伝わったはずです。

 

人の気持ちをやさしくさせる、和ませる行動、ルンルン気分で帰宅した。翌朝、付き添われてき

たお母さんにそのことをお話する。すると、一瞬びっくりされた様子だったが、「そうですか、

また停めたのですか」と言いながら微笑まれました。「また」というのは、すると？、、、 

http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
https://jaf.or.jp/common/safety-drive/library/survey-report/2023-crosswalk
https://jaf.or.jp/common/safety-drive/library/survey-report/2023-crosswalk
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new
更新日→2023 年 6 月１６日（金） 

該当（更新）のブログ番号 new 日々の暮らしの中で.jpg new 感動所作.pdf 

こんなことがありました。 たいへんビックリ！ 

児童クラブの子たちを迎えのため、いつものようにプール横の校舎横に立って、来るのを待って

いました。すると、わたしのところに見覚えのある、かつて確かに児童クラブにきていたことが

ある男の子が来て、突然「お元気ですか」と声をかけてくれました。久しぶりの突然の再会で、

たいへんビックリした。名前もすっかり忘れており、どうしても思い出すことができない。「元

気だったぁ？」「何年生になったの？」と聞き返すのが精いっぱいでした。「4 年生になりまし

た」と返事してくれる。それはほんの短い顔合わせ。わたしが「みんなが並んでいる。もう帰り

の並びをしましょう」と言うと、わたしに「身体に気をつけて、おすごし下さい。」と云って別れ

て行きました。久しぶりに会って、心身ともすっかり成長した姿にみて、ビックリ！ 感心した

り、気遣いのやさしい言葉をかけてくれたりして、嬉しくなってしまいました。そんな気遣いの

親切な言葉をかけてくれたことを、通用門のそばに児童の下校を見守っておられた校長先生に歩

きよって、そのことをお話しました。校長先生はあの子は「宮川君です。」と教えてもらう。校長

先生は目を細めて「そうですか」と、微笑まれながら生徒の成長に頷かれていたご様子でした。 

  

http://sanshi.my.coocan.jp/link/img100.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
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new
更新日→2023 年 5 月 11 日（木）午後 2：20 ころ 

該当（更新）のブログ番号 new 日々の暮らしの中で.jpg new 感動所作.pdf 

14:00 下校して間もない 1，2 年生の子どもたちに絵本の読み聞かせしたときのこと 

 

読み終わってしばらくしてから、1 年生の男の子がやってきて「この絵本、こくごの本にのって

いる」といって、そのページを開いて見せてくれた。読み聞かせをしたときは、こくごの本はロ

ッカーに収めたカバンの中にあったはず、それに勉強していないページのところだとも思えた。

カバンからこくごの本をわざわざ取り出して、見せに来てくれる。2 重のびっくり！！ 

・1 年生の男の子の行動 

・たまたま読んだ絵本が学校の教科書（1 年生）にのっていた。 

http://sanshi.my.coocan.jp/link/img100.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
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new
更新日→2022 年 5月 6 日 

該当（更新）のブログ番号 家の周りの散歩道.jpg9.52KB new 感動所作.pdf 

子ども日の昨日のこと、神奈中バス・本厚木駅 7 時半頃発まつかげ行きのバス、たくさんの乗客

でほぼ満員で私は座ることができなかった。ところが途中で中学校野球部ユニホーム姿の生徒が

私に席を譲ってくれました。用事の重い荷物を抱えていたので大変ありがたかった。そしてまた

中学校野球部ユニホーム姿 20 人ほどのうちの多くの生徒が“鳶尾神社前入り口 バス停”で降り

て行ったとき、バスの運転手に「ありがとうござしました」と御礼を言いながら降車して行く。 

 

この行動に少々感心してしまいました。家に帰って、野球部ユニホーム姿の“神奈川 ＨＩＫＡＲ

Ｉ”をたよりにパソコンで調べたところ、その中学校は大和市立光丘中学校の野球部メンバーだっ

たことを知りました。そしてさらに光丘中学校のホームページがすばらしいことにもビックリ、

内容の濃いのに大変驚いた。 

出会った光丘中学校の生徒さんはたちが、10 年後 20 年後 30 年後、いろんな分野で困難な渦中

にある今の日本社会をりっぱに背負っていってくれるだろうと確信した子どもの日でした。  

http://sanshi.my.coocan.jp/link/img68.jpg
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
http://www.ed2.city.yamato.kanagawa.jp/c-hika/
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new
更新日→2019 年 4 月 10 日 

該当(更新)のブログ番号  出会いの恵み new 感動所作.pdf 

 

店長さんのお手紙. png 951KB 

 

4 月 1 日、飲食で入ったベーカリー 中目黒店・店長様から、思いがけずこんな手書きの手紙をい

ただきました。たいへん丁寧な対応で、かえって不手際してしまったこちらが恐縮してしまう。

さすが東京の一流有名店と感心いたしました。 

  

http://sanshi.my.coocan.jp/hitorigoto_1.htm#%E5%87%BA%E4%BC%9A%E3%81%84%E3%81%AE%E6%81%B5%E3%81%BF
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
http://sanshi.my.coocan.jp/link/img48.png
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new
更新日→2019 年 4 月２ 日 

ザ シティ ベーカリー 中目黒店 様 new 感動所作.pdf 

東京都目黒区上目黒 3-4-15 中目黒高架下 

前略 昨日（4 月 1 日、月曜日）東京目黒川のサクラ見物にゆきました。 

 

お昼ちょっと前、貴店に入った者です。飲食後、店から外に出るとき、店内の階段でうかつにも

足がよろめいてしまい、手に持っていたお盆のコーヒーカップ１客を床上に落として割ってしま

いました。お店の（女性）店員さんに「怪我されませんでしたか」と親切にしていただき、大変助

かりました。ここにそのお礼を申し上げます。加え、割ってしまったコーヒーカップ１客の弁償

代分として若干同封しました。どうぞご笑納ください。                草々 

茨城県守谷市けやき台 1－28－10 

加藤弘 

https://thecitybakery.jp/
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
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new 更新日→2020 年 12 月 5 日（土） 

最近、感じた「ちょっといいこと」を一つ new 感動所作.pdf 

1 年生の女の子が本を読みたいと話しかけてくる。学校の図書室から借りてきた絵本 2 冊をバッ

クから取り出し、そのうちの 1 冊「どんぐりむらのどんぐり」32 ページを今、読むという。それ

をわたしに聞いていてほしいらしいのだ。 

 

読み始める。すらすら読めない、たどたどしい読み方、時間のかかること、かかること。助け読

みしたくなる、が、助け読みを嫌がり、拒む。よそに行くのも「だめ」といって許してくれない。

絵本を読んでいる途中、疲れたといって 4～5 回ペットボトルの水をのみながら、、、  

そしてとうとう 32 ページの絵本を完全に読破。拍手！！ 

女の子にエール  

1 時間近く、ずっ～と付き切り、くたびれました。帰宅後の夕食ビールが旨かった。

http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
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更新日→2018 年 4 月 16 日 

該当(更新)のブログ番号  スライドショー ss32 

3 月に映画「北の桜守」を観たのがきっかけで、スライドショー 歴史_太平洋戦争を作る。生ま

れが昭和 29 年（1944）の終戦 1 年前であるので案外、知っていることが多い。私の名前 ‘弘’ は、

当時の中部日本新聞記事（現在の中日新聞）に載っていた名誉ある（何かよい）戦果を挙げた軍

人さんの名前から名付けたものであると、亡き母親（平成 11 年 6 月 7 日没）が私に言っていた。 

 

更新日→2018 年 3 月 24 日 

該当(更新)のブログ番号  スライドショー <号外>.ss 91 枚 

昨日、映画「北の桜守」を観る。昭和 20 年 8 月 15 日の日本のポツダム宣言受諾により太平洋

戦争は終結したが、その後もソ連軍の南樺太への侵攻は止まらず、居住していた人たちは北海道

に避難することになる。映画の主人公一家もソ連軍の南樺太への突然侵攻により樺太からの引揚

船で避難する。が、引揚船がソ連軍の空爆を受け、主人公一家の長男がその犠牲になってしま

う。残った親子二人（母と次男）は命からがら北海道・網走に辿り着く、そして厳しい寒さと貧

困と食糧難に苦しみながら懸命に生き続ける。感動のあまり涙が止まらないシーンがあった。昭

和 19 年 7 月生まれの私にとっては、終戦日（昭和 20 年 8 月 15 日）以降もソ連が侵攻を止め

ず北方領土を占領し、日本人が暮らしていた土地を蹂躙 じゅうりん (実効支配)し続けている歴史は

そんなに遠い昔のことではない。あらためてそんな思いをもった。 

http://sanshi.my.coocan.jp/ss/ss32.ppsx
http://sanshi.my.coocan.jp/ss/ss32.ppsx
http://sanshi.my.coocan.jp/ss/ss18.ppsx
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更新日→2017 年 3 月 30 日 

該当(更新)のブログ番号 出会いの恵み new 感動所作.pdf 

Good luck! 頑張ってね 

3 月は別れの季節。小学 4 年生と 2 年生の男子二人兄弟が 4 月から千葉県市川市の小学校に転校

することを聞き、お別れのしるしとして自作の CD を贈る。生まれ育った故郷_茨城県守谷 をい

つまでも忘れないでほしい気持ちを込めてこの CD を作る。 

子どもには将来に大きな可能性があります。伊藤兄弟が生まれ育った故郷の出身横綱・稀勢の里

のように「人に感動を与える、人を喜ばせる、人のために尽くす」大人になるよう大きな夢をも

って心身とも成長していってほしいと願う。 

  

http://sanshi.my.coocan.jp/hitorigoto_1.htm
http://sanshi.my.coocan.jp/pdf/164.pdf
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